
【拠点間の周遊性アップ】
３つの拠点で連携することで拠

点間での観光客の立ち寄り頻度

の向上。個人旅行からバスツアー

なども計画しやすくなります。

【物流＋雇用の発生】
新しい物流の流れが生ま

れ、地場産をはじめとする

物産等の販売や、それに伴

う雇用が生まれます。

【交流人口アップ】
魅力ある場所ができると、

垂水市を訪れる人が増えます。

新しい所ができたから
行ってみよう！

南の拠点のキーパーソン

迫田　和文
（さこだかずふみ）
垂水市企画政策課主査。

南の拠点づくり担当者の一人。

南
の
拠
点
は

浜
平
地
区
で
計
画
中
。

　

南
の
拠
点
づ
く
り
と
は
、
道
の

駅
た
る
み
ず
を
「
北
の
拠
点
」、

猿
ヶ
城
渓
谷
・
森
の
駅
た
る
み
ず

を
「
中
央
の
拠
点
」
と
考
え
、
３

つ
目
の
拠
点
を
「
南
の
拠
点
」
と

呼
び
、
浜
平
地
区
で
の
整
備
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

迫
田
「
こ
の
計
画
は
、
地
方
創
生

に
関
す
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
、
重
要
な

計
画
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
１
月
に
、
市
内
産
業
界
や

女
性
、
高
校
生
等
の
ご
意
見
を
聞

き
な
が
ら
『
基
本
構
想
』
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。右
ペ
ー
ジ
の
図
は
、

そ
の
際
に
作
成
し
た
イ
メ
ー
ジ
図

に
な
り
ま
す
。」

経
済
の
活
性
化
を
図
る

　

で
は
、
な
ぜ
南
の
拠
点
を
作
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ポ

イ
ン
ト
は
、
地
方
創
生
に
あ
り
ま

す
。
国
は
、
人
口
減
少
の
克
服
と

地
方
創
生
の
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
、
総

合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
自
治
体
で
は
、
地
域
の

魅
力
を
活
か
し
た
計
画
を
作
る
こ

と
が
努
力
義
務
と
さ
れ
ま
し
た
。

迫
田
「
人
口
減
少
は
、
地
域
の
経

済
活
動
の
衰
退
や
労
働
力
不
足
を

招
き
ま
す
。
垂
水
市
で
は
、
こ
の

状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
南
の
拠

点
を
整
備
し
、『
観
光
』
と
『
雇

用
・
人
材
育
成
』
に
よ
る
経
済
活

性
化
を
図
り
ま
す
。
観
光
に
よ
る

経
済
活
性
化
と
は
、
北
の
拠
点
、

中
央
の
拠
点
と
連
携
し
、
周
遊
性

（
観
光
客
の
立
ち
寄
り
頻
度
の
向

上
）
を
高
め
、
交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
で
す
。
雇
用
・
人
材
育
成

に
よ
る
経
済
の
活
性
化
と
は
、
特

産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
や
広
告

宣
伝
・
人
材
育
成
等
を
行
う
機
能

を
整
備
し
、
雇
用
や
創
造
を
促
進

し
、
市
全
体
の
「
稼
ぐ
力
」
の
向

上
を
図
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

取
組
に
よ
り
国
と
地
方
が
抱
え
る

課
題
の
打
破
を
図
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。」

なんのために
南の拠点を
作るのか？

Answer

観光・雇用等を
生み出し、経済
の活性化を図る
ためです。

キーパーソンに聞く

3

平
成
30

年度
の完成を目指して

い
ま
す
！南の拠点

１ 平成17 年
完
成
／
牛
根
麓

北の拠点
道の駅たるみず

2 平成 22 年完成／
水
之
上中央の拠点

猿ヶ城渓谷
森の駅たるみず

３拠点
連携

D
is

co
ve

r  T
arumizu , Branding  Local  Comm

unities

―不定期連載―

南の拠点
の軌跡を追う

新
た
に
挑
む

魅
力
あ
る

拠
点
づ
く
り
。

第
１
回

新しいモノや発見は、人や街にこれまでに無かった活力や潤いをもたらしてくれます。まちの活性化には、「新しいモノを生み出すこと」と
「それに関わる人の情熱」が必要不可欠です。今月から、地方創生における「新たな拠点づくり」について、お知らせしてまいります。

全
国
で
展
開
さ
れ
る
地
方
創
生
の
動
き
。

そ
ん
な
中
、
垂
水
市
で
は
、

通
称
「
南
の
拠
点
」
と
呼
ぶ
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆現在進めている新しい魅力拠点づくり「南の拠点」の基本構想イメージ①（初期イメージ）

浜平地区
別館江洋館から
給食センターの間
国道 220 号から
海側で計画中。

国道 220 号

別館江洋館付近

給食センター

錦江湾

至鹿屋市
至市街地
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み
ん
な
が
楽
し
め
る
場
所

　
施
設
は
、
地
元
か
ら
観
光
客
ま

で
、
多
く
の
人
が
楽
し
む
こ
と
の

で
き
る
魅
力
的
な
場
所
を
考
え
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
機
能
と
し
て

は
、
前
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た
と

お
り
、「
観
光
」「
雇
用
・
人
材
育
成
」

に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
の
機
能
を
考
え
て
い
ま
す
。
現

段
階
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
海
を
楽

し
む
海
岸
施
設
や
、
フ
ー
ド
コ
ー

ト
や
物
販
コ
ー
ナ
ー
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
加
工
品
開
発
の

支
援
、
地
域
資
源
等
の
魅
力
を
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
宣
伝
・
広
報
等
）

を
行
う
施
設
、
更
に
は
、
民
間
活

力
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設

等
を
考
え
て
い
ま
す
。目
指
す
は
、

老
若
男
女
・
地
域
住
民
・
観
光
客
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
場
所
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況

　
南
の
拠
点
づ
く
り
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
土
地
所
有
者
へ
の
事
業
説

明
と
事
業
同
意
の
お
願
い
を
行

い
、
現
在
も
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
整
備
推
進
に
あ
た

り
、
現
時
点
で
の
施
設
イ
メ
ー
ジ

等
の
基
本
構
想
を
基
に
、国
や
県
、

金
融
機
関
等
と
の
協
議
を
重
ね
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
建
設
予
定
地

で
あ
る
浜
平
の
現
状
把
握
や
分
析

を
行
い
、
基
本
構
想
で
設
定
し
た

機
能
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

施
設
配
置
の
計
画
を
行
う
と
と
も

に
、
施
設
整
備
に
お
け
る
民
間
資

金
の
活
用
可
能
性
の
調
査
や
、
地

元
事
業
者
を
対
象
と
し
た
、
地
元

産
品
の
商
品
力
向
上
の
セ
ミ
ナ
ー

等
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
現
時
点
で
は
、
基
本

構
想
を
基
に
、
専
門
家
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
地
域

住
民
や
土
地
所
有
者
、
国
、
県
、

金
融
機
関
、
民
間
事
業
者
等
、
本

事
業
に
関
連
す
る
皆
様
と
の
対
話

や
協
議
を
重
ね
て
い
る
段
階
と
な

り
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
皆
様
に

は
、不
定
期
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

広
報
誌
を
通
じ
て
進
捗
状
況
を
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

拠
点
の
内
容
は
ど
ん
な
も
の
？

北
・
中
央
拠
点
と
何
が
違
う
？

現
在
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
？

完
成
時
期
と
進
捗
状
況
は
？

【現時点でイメージする施設概要】
市民と民間事業者等とパートナーシップを結んで行う施設整備手法を検討中です。

●エリアイメージ 1
◎食を楽しむ機能（フードコート等）
◎物販機能（特産品の購入など）と
　６次産業化と連動した施設機能
◎トレイ・休憩機能

●エリアイメージ２
◎公的機能を持つエリアとして、消費者が求める
　（ニーズ）商品開発や創業支援や、創業支援を
　行う機能や、道路情報や観光情報等の魅力を発
　信するプロモーション機能等

Answ
er

自
治
体
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
民
間
事
業
者
等
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
結
ぶ
こ
と
で
、
従
来
に
は
な
い
魅
力
的
な
場
所
を
目
指
し
ま
す
。

Answ
er

平
成
30
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
地
元
住
民
や
予
定
地
の
土
地
所
有
者
、

関
係
機
関
と
の
協
議
や
セ
ミ
ナ
ー
を
進
め
て
い
ま
す
。

キー
パーソン
に聞く

キー
パーソン
に聞く

◆基本構想イメージ②／浜平地区南側から見たイメージ

◆基本構想イメージ③（海岸イメージ） ◆基本構想イメージ④（情報発信内観イメージ）

基本構想を作成するにあたり、ヒアリング（聞取調査）や、平成
28 年６月５日には説明会を行いました。また、垂水市商工会や
垂水市観光協会において、事業概要の説明を行いました。事業実
施には、何よりも地元の皆様からのご支援が必要となります。ご
理解とご協力をお願いいたします。

整備推進にあたり、国や県との協議を進めています。国や県が進
めている事業との連携や補助金などを活用するために、それぞれ
の視点からの意見やアドバイスを参考に、広い視野でのまちづく
り、地域振興を目指しています。

◆垂水地域レビュー支援事業／垂水の地域産品を専門家の視点で
チェックし、評価機会を設けることで改善・改良に役立てようと
するものです。今回は市内12団体23商品を対象に実施しました。
◆商品力向上スクール事業
市場競争力のある商品をつくるため、商品の開発、製造、販売、
交渉など、集中的なスクールを開講し、６次化の人材育成と地域
企業の実践力を高めるものです。

1 まずは地元の理
解
が
大
事地元住民

浜平地区を中心に
地元事業者等

3 戦略的地域振興
が
大
事国・県

各事業連携や補助
金等の活用等

2 理解無しには前
に
進
め
な
い
！

土地所有者
全国に点在する
所有者等

4 民間活用を活か
す
！

民間事業者
専門的ノウハウや
資金などの活用

建設予定となる浜平地区の土地所有者の皆様のご理解なくして、
本事業の推進はありません。６月に実施した説明会を皮切りに、
全国に点在する土地所有者の皆様との協議を進めています。その
他の現場立会等で、力強い励ましのお言葉をいただいております。
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